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カテコールアミンの生合成については C14-tracer experiment によって殆どその経路は解I~J し尽くされ
た感があるが，一万その代謝に関しては従来多数の研究があるにもかかわらず，なお不I1JJの点が多い。モ
ノアミン酸化酵素，アドレナリン脱水素酵素， O~ メチル転移酵素，硫酸或はグノレクロン酸抱合酵素等，








カテコール体の分離には Amberlite IRC-50 (300-400mesh , O. 2M 酢酸アンモニウム緩衝液で pH6.1




1. Amberlte IRC-50 および IR-112 カラムによるカテコール体の分離
カテコール体は酸性，中性，塩基性の三群に分類できる。酸性カテコール体として dl-3 ， 4ージハイド
ロキシマンデル酸，プロトカテキュー酸およびカテコール酢酸を，中性カテコール体として[-ドーパ，
一 130 ー
カテコールおよびホモカテコールを，塩基性カテコール体として t-アドレナリン ， t- ノルアドレナリ
ン， 3 ーハイドロキシチラミンよぴおアドレナリンを IRC-50 カラムに展開した所，各カテコール体は
酸性，中性，塩基性の11頂に分離熔出せられることが明らかとなった。









チロジン 1 g を人に徒口負荷するに，尿中ドーパは約 2.5 倍に増加した。 ドーパ 1 g 摂取の場合は 3-




なかった。 IN 塩酸で 100 0 C ， 1 時間加熱しても同様であったから ， t ーアドレナリンは in vivo に於て
代謝せられ，大部分がカテコール体以外の形，それも抱合形等よりず、っと加水分解に低抗するような形で
排泊されると考えられる。
5. 肝切片による J ーアドレナリンの代謝
J ーアドレナリンに肝切片を作用させ，その反応液中の代謝産物を IRC-50 カラムを用いて分離した。
モノアミン酸化酵素による代謝産物と考えられる二つのピーク以外に， 2 , 3 の不明の代謝産物を認め
得た。 von Euler らは著者と同様の実験に於てノノレアドレナリンからカテコール酢酸の生成を見たと述べ
ているが，本実験に於て少くともアドレナリンからカテコール酢酸の形成は認められない。
総括
1. Amberlite IRC-50 および IR-112 カラムを使用する諸種カテコール体の分離につき述べた。
2. アドレナリン，ノルアドレナリン， 3 ーハイドロキシチラミンの他， ドーパ，カテコール，カテコー
ル酢酸およびエーテル可溶性の不明のカテコール体若干を常尿成分として確認した。

















チロジン， ドーパの摂取実験によって in vivo に於て
ヂロジン→ドーパ→オキシチラミン→カテコール酢酸の変化が行なわれることが確認された。
アドレナリンを投与しでも尿中カテコール体には殆んど変化が起らない。相当強い加水分解を施しでも
同様であるから，アドレナリンの終末代謝産物は大部分，カテコール体以外の形，それも抱合形等よりず
っと加水分解にほ抗する様な形で排泊されると考えられる。
アドレナリンに肝切片を作用させ， モノアミン酸化酵素による以外の代謝道の存在することを推定し
た。以上の諸実験，結果並びにその意義等について審査した。
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